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半減期：34日 

その他の放射性物質
の沈着状況 テルル129m（福島県東部） 

計画的避難区域 
緊急時避難準備区域 

テルル129ｍの土壌濃度マップ（平成23年６月14日時点） 

文部科学省報道発表 平成23年10月31日、平成24年９月12日 Bq/㎡：ベクレル/平方メートル 

テルル129mは半減期が短いため、平成23年12月６日以降に実施された 
第２次分布状況調査において、全ての調査箇所で検出されなかった 

（平成23年６月30日解除） 

平成 23 年６月に行われた国の土壌調査では、東京電力福島第一原子力発電所から
100km 圏内及びその圏外の福島県西部の土壌試料を採取し、γ（ガンマ）線放出核種等（放
射性セシウム、ヨウ素 131、テルル 129m、銀 110m）について核種分析が実施されました。
その結果、テルル 129m（沸点 1,390 度）及び銀 110m（沸点 2,348 度）が比較的広範
囲に検出されました。

また、南方沿岸部の内陸の一部の地域では、セシウム 137 に対してテルル 129m の沈
着量が高い傾向が顕著に現れました。

この理由としては、東京電力福島第一原子力発電所からの放射性物質の放出時期の違い
により、形成された放射性プルームに含まれるテルル 129m とセシウム 137 の比率の違
いや放出された際の物理的・化学的形態が異なっていたこと、核種組成等が異なる幾つか
の放射性プルームが通過したときの天候が異なっていたこと等が考えられています。

本資料への収録日：平成 25 年３月 31 日
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